
【共通様式】

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

５年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績

安心して子育てしやすく、子ども・青少年が健やかに
育つ環境があると感じる区民の割合：78.1%

A 78.0%

課題認識

2-2【子育てしやすく、すべての子ども・青少年が健やかに育つ環境づくり】
・家庭内で子育てを行う保護者の社会からの孤立を防止し、子育てによるストレスを軽減すると
ともに子ども・青少年の健やかな成長を支えることが不可欠です。
・すべての子どもが適切な養育を受け、健やかな成長・発達や自立が保障されるよう、子ども及
びその家庭を支援する必要があります。とりわけ複合的な課題があり、子育てに困難を抱える世
帯については、児童福祉関係各機関と連携し、児童虐待の防止、早期発見、アフターケア等、
各々の段階に応じた施策を総合的に展開する必要があります。
・保健師や助産師等による専門相談や心理、発達相談のニーズは高く、個々に応じた助言や指導
を行い、相談者一人一人に対する安定した支援の継続が必要です。

主な戦略
（課題解決の方策）

2-2 児童虐待の未然防止やリスク軽減を含めた子ども・青少年が健やかに育つ環境づくり

アウトカム
指標

（経営課題の進捗度
　合を示した指標）

2-2 安心して子育てしやすく、子ども・青少年が健やかに育つ環境があると感じる区民の割
　　 合：6年度までに70％以上

経営課題２　子ども達の健やかな成長をサポートします

3決算額 27百万円 4予算額 30百万円 5予算額 31百万円

アウトカム
指標

（経営課題の進捗度
　合を示した指標）

1-1 災害に備えて、日ごろの備えができていると思う区民の割合：6年度までに60％以上

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

５年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績

 災害に備えて、日ごろの備えができていると思う区民
の割合：50.6％

B 42.2%

７百万円 5予算額 18百万円

主な戦略
（課題解決の方策）

1-1 日ごろの備えや避難方法の啓発、地域特性に応じた地域の自主的な防災の取組支援、若
　　 年者層の意識啓発等

使命

　区民一人ひとりの人権が尊重され、子どもから高齢者までそれぞれの視点にたった質の高い
サービスと市政・区政の情報をきめ細かく提供するとともに、区民のニーズを的確に把握し、区
政運営に反映します。
　区民主体のまちづくり活動を支援するとともに、区民との協働により地域課題の解決と地域コ
ミュニティづくりを推進します。

課題認識

1-1【誰もが安心できる災害に強いまちづくりの推進】
・日ごろの備えの重要性やマンション等を中心にした新たな避難方法（在宅避難等）や速やかな
避難が困難な方の個別避難計画の必要性などを周知徹底していく必要があります。
・新型コロナウィルス感染症対策や女性の視点を踏まえた避難所開設や運営方法など、地域の防
災力向上のために継続的に訓練や研修を積み重ねていく必要があります。
・将来の自主防災組織の新たな担い手となるべき人材の育成に向けて、終日区内にいる中学生等
若年者層への防災に関する知識やスキルの向上を図る取組みを充実していく必要があります。

令和５年度　阿倍野区運営方針
（　区長 ：山田　国広　）

「目標」「使命」及び「所属運営の基本的な考え方」

目標 誰もが住みたい、住み続けたいまち「あべの」の実現

令和５年度
所属運営の
基本的な
考え方

　誰もが住みたい、住み続けたいまち「あべの」の実現に向けて、区将来ビジョンに掲げた５つ
の柱に取り組みます。
　特に、個別避難計画の作成や地域の見守り体制の構築など、地域と連携して取組みを進めると
ともに、幅広い住民の地域活動への参加・参画を促すため効果的な支援を実施します。
　また、子ども・青少年の健やかな成長をサポートし、児童虐待の未然防止やリスク軽減を含め
た環境づくりを進めます。
　さらに、区内の魅力資源を「あべのdakara」として、おさんぽmapの多言語化、デジタル化
に取り組み、2025年大阪・関西万博の機運醸成を図るとともに、区内外へアピールし、魅力と
活力あふれるまちをめざします。
　引き続きオンラインを活用した利便性の高い行政サービスに取り組むとともに、区政会議等の
意見を踏まえ、施策・事業を推進していきます。

重点的に取り組む経営課題

経営課題１　安全と安心を未来につなぎます

3決算額 5百万円 4予算額



【共通様式】

自己評価
（運営方針全体
の定性評価）

　地域活動が再開され、地域と連携して取組を進めることができました。
　また、子ども・青少年の健やかな成長をサポートし、児童虐待の未然防止やリスク軽減を含め
た環境づくりの取組を進めてまいりました。
　区内の魅力資源を「あべのdakara」として、区内外へアピールし、2025年大阪・関西万博
の機運の盛り上げを図るとともに、魅力と活力あふれるまちをめざして取り組んでまいりまし
た。

今後の方針

　地域の防災力向上や見守り体制の構築など、地域と連携して取組を進めるとともに、幅広い住
民の地域活動への参加・参画を促すため効果的な支援を実施してまいります。
　また、子育て世代が安心して子育てに専念できる環境を提供できるよう、専門知識を持つ職員
による個別支援を行い、児童虐待の未然防止とリスク軽減に努めます。
　さらに、2025年大阪・関西万博に向けて機運醸成を図るとともに、区内の魅力資源を「あべ
のdakara（宝）」として積極的にアピールするなど、区内全域の回遊性を高めます。

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

５年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績

魅力情報の発信や地域住民・企業等との協働によるに
ぎわいづくりの取組みにより「魅力あるまちとなって
いる」と感じる区民の割合：50.1%

B 53.6%

地域活動協議会の構成団体が、地域特性に即した地域
課題の解決に向けた取組みが自律的に進められている
状態にあると思う割合：93.9%

A 88.8%

課題認識

4-1【地域の自主的なまちづくりの活動支援・促進】
・自治会・町内会への加入促進や多くの住民に地域活動への参加・参画を促す必要があります。
・地域コミュニティ活性化のための事業を充実するとともに、地域活動協議会への支援を効果的
に行うなど、全地域一律でなく、地域の実情に即した最適な支援を実施する必要があります。
・地域特性に即した地域課題の解決に向け、組織運営や人材育成などを支援する必要がありま
す。

4-2【誰もが自慢したくなる魅力あるまちづくり】
・都市景観資源等、多数の魅力的なスポットについて積極的にアピールし、にぎわい創出に向
け、区内全域の回遊性を高める必要があります。また、2025年大阪・関西万博に向けて来訪者
に広く発信する必要があります。
・地域団体・企業等によって開催されている「あべの」の魅力を活用したイベント等との協働に
つなげ、にぎわいづくりに取り組む必要があります。

主な戦略
（課題解決の方策）

4-1 地域の実情に応じた自主的なまちづくりの活動支援・促進
4-2 誰もが自慢したくなる魅力情報の発信・地域・企業等との協働によるにぎわいの創出

アウトカム
指標

（経営課題の進捗度
　合を示した指標）

4-1 地域活動協議会の構成団体が、地域特性に即した地域課題の解決に向けた取組みが自律
　　 的に進められている状態にあると思う割合：6年度までに90％以上

※重点目標
4-2 魅力情報の発信や地域住民・企業等との協働によるにぎわいづくりの取組みにより「魅
　　 力あるまちとなっている」と感じる区民の割合：6年度までに70％以上

経営課題４　地域とともに魅力と活力にあふれるまちをめざします

3決算額 42百万円 4予算額 52百万円 5予算額 51百万円

アウトカム
指標の達成状況
（定量評価）

５年度実績と達成状況　※A：達成　B：未達成 前年度実績

地域で支援を必要としている人に必要な支援が行き届
く地域社会になっていると感じる区民の割合：41.0％

A 43.2%

課題認識

3-1【みんなで支えあう地域づくりと支援体制の充実】
・区内各地域で異なる福祉課題を把握し、それぞれのニーズに合った公的サービスに迅速につな
げ、誰もが幸せに暮らせるように地域でお互いが支えあう福祉コミュニティを醸成する必要があ
ります。
・各地域における要援護者や複合的な課題を抱える世帯の増加が見込まれる中、身近な地域での
支援体制を強化する必要があります。
・新型コロナウイルス感染症など環境の変化に応じた地域福祉活動のあり方が求められていま
す。

主な戦略
（課題解決の方策）

3-1 地域に係わるすべての人や団体が連携・協働し、支えあう地域づくりと支援体制の充
　　 実

アウトカム
指標

（経営課題の進捗度
　合を示した指標）

3-1 地域で支援を必要としている人に必要な支援が行き届く地域社会になっていると感じる
　　 区民の割合：6年度までに40％以上

経営課題３　誰もが自分らしく幸せに暮らし続けられるまちをめざします

3決算額 16百万円 4予算額 17百万円 5予算額 17百万円


